

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 1 1947年から 1948年にわたり、各章が断続的に発表。第二章『文学会議』1947年 12月、第一章『午前』










 5 オルギアはギリシヤ語の ὄργιαを語源とし、ディオニュソスとバッカスを祀るカルトの儀式を指す（OED
を参照）。
 6 例えば、『軽王子と衣通姫』の禁忌を犯して愛に殉じる甥と叔母、『サーカス』の中で、狂馬から振り落と
される少年と大天幕から落下する綱渡りの少女や、『哲学』で自殺する宮川、『殉教』の中の学生悪童殺人
グループに、『人間喜劇』の最後で汽車が鉄橋から転がり落ちた椿事、『頭文字』の宿命的に成就不可能の
恋人である朝倉季信と渥子の死等。
 7 村松剛は、この作品での海に対する描写や百合を摘む場面などから、生田長江訳の『死の勝利』が容易に
連想させられ、それを南国の富裕階級の倦怠感と肉欲とを捨象した『死の勝利』と見なすことができると
指摘している（『三島由紀夫の世界』新潮社、1990年、86～88頁）。また、筒井康隆は、『岬にての物語』
はダヌンツィオにいかれて書かれたと言って良いが、その影響は極めて表面的なものばかりであり、『死
の勝利』における世紀末の懐疑主義や頽廃は『岬にての物語』には不在であると分析している（『ダンヌ
ンツィオに夢中』中公文庫、1996年、20頁）。
 8 「私の遍歴時代」で、「季節はづれの郡虎彦の戯曲などに夢中になつてゐた」ことを告白し、「悲劇の在所」
の中で日本の悲劇作家を言及する時、「近代劇時代に入つてから郡虎彦氏の他には見当たらない」とその
名を挙げた。
 9 三島と郡虎彦の共通点について、杉山正樹は共に幼少から病弱で背も低かった、血と綺想と怪異なものへ
の偏愛などと纏め、両者の文学においての親近性を指摘した（『郡虎彦その夢と生涯』岩波書店、1987年、
19頁）。
10 仲正昌樹「ニーチェとダヌンツィオ―〈生の勝利〉から〈死の勝利〉へ」『日伊文化研究』1935年、84頁
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　　（滕夢溦）論文　　
通過儀礼としての死と遊び
―『岬にての物語』、『盗賊』を中心に―
